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一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
の
概
要

名
　
称
　
一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

　
　（
英
文
名T

he East A
sian Friendship A

ssociation

）

事
務
所
　�

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
─
七
─
四 

砂
防
会
館
別
館

二
階

　
　
　
　（
必
要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
）

目
　
的
　
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に
我
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

経
済
、
文
化
の
提
携
、
交
流
を
通
じ
、
友
好
親
善
の
増

進
を
図
る
。

事
　
業

①
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
並
び
に

研
究
資
料
の
出
版

②
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
文
化
、
芸
術
の
相
互
の

紹
介

③
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
経
済
協
力
の
推
進
に
必

要
な
情
報
の
収
集
及
び
斡
旋

④
　
我
が
国
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
民
の
生
活
相
談

⑤
　
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
か
ら
の
在
日
留
学
生
に
た
い
す
る
進
学
の

斡
旋

⑥
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

亜
東
親
善
協
会
の
変
遷

　
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
は
、
民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
信
条
と
す
る
ア

ジ
ア
人
同
志
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
一
九
四
九
年
　
東
京
に
設
立
さ
れ
た

『
華
南
倶
楽
部
』
が
発
祥
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
激
動
の
時
代
で
し

た
が
、
会
員
は
ひ
た
す
ら
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
希
求
し
、
友
愛
と
信
義

を
基
調
と
し
た
国
際
関
係
の
樹
立
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
識
者
が
次
第
に
増
加
し
、
活
発
な
活
動
と
と

も
に
組
織
拡
大
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、
一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明

は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
在
日
ア
ジ
ア
人
の
日
常
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
即
ち
一
九
七
一
年
、
千
葉
三
郎
先
生
（
衆
議
院
議
員
）
は
、
倶

楽
部
を
強
化
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
岸
信
介
先
生
、
福
田
赳
夫
先
生
、

灘
尾
弘
吉
先
生
ら
と
諮
り
、
留
日
華
僑
有
志
の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
自
ら
発

起
人
と
な
り
同
年
五
月
二
九
日
外
務
省
認
可
『
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
』

を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
千
葉
先
生
の
引
退
後
、
原
文
兵
衛
先
生
が
参
議
院
議
長
の
要
職
の
ま
ま
会

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
永
年
衆
議
院
で
活
躍
さ
れ
た
藤
尾
正
行
先
生
が

会
長
を
引
き
継
が
れ
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
玉
澤
徳
一
郎
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
四
年
一
二
月
六
日
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
の
認
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
申
請
が

受
理
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
一
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

に
成
長
し
ま
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
元
内
閣
総
理

大
臣
安
倍
晋
三
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
安
倍
政

権
が
発
足
、
会
長
の
内
閣
総
理
大
臣
復
帰
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
二
月
、
安
倍
会
長
の
意
を
受
け
、
会
長
代
行
・
大
江
康
弘
参
議

院
議
員
が
会
長
を
引
き
継
が
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
領
土
問
題
等
の

紛
争
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
、
発
展
に
伴
う
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
な
ど

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
本
協
会
員
一
同
、
役
員
陣

容
を
強
化
し
、
新
会
長
の
も
と
、
叡
智
を
結
集
し
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
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季
刊
「
亜
東
」
平
成
二
九
年　

秋
季
号
・
目
次

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
・
概
要
・
変
遷�

二
頁

目　

次
・
協
会
役
員
名
簿�

三
頁

二
〇
一
七
年
度
台
湾
訪
問
録�

四
頁

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
私�

七
頁

国
際
交
流
の
空
へ�

九
頁

台
湾
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
終
え
て�

一
〇
頁

事
務
局
だ
よ
り
・
新
入
会
員
の
ご
紹
介�

一
一
頁

� 平成28年５月12日

一般社団法人亜東親善協会役員名簿
名誉会長（理事以外）　１名　　　玉澤徳一郎
参　　与（理事以外）　１名　　　橋本　靖男
会　　長（代表理事）　１名　　　大江　康弘
副 会 長（理　　事）　４名　　　山本　順三　　張　　建国
　　　　　　　　　　　　　　　 張　　碧華　　多　　忠和
専務理事　　　　　　 １名　　　赤松　則宏
業務執行理事　　　　 ４名　　　藤山　雅康
　　 〃 　　　　　　 　　　　　並木　正芳
　　 〃 　　　　　　 　　　　　柴田　徳文
　　 〃 　　　　　　 　　　　　笹岡　恭亮
理　　　　事　　　　 10名

崎谷　秀彦　　小松　省二　　益山　　茂　　松永理恵子　　三浦　信行　　伊野　雅晴
山口　裕志　　森　　康郎　　永島　剛士　　小山　博史

監　　　　事　　　　 ２名　　　李　ハロルド　　鈴木　慶一

事　 務　 局　　　　　　　　　 崎谷　秀彦
　　　　　　　　　　　　　　　 李　　孔暁

一般社団法人　亜東親善協会
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二
〇
一
七
年
度
台
湾
訪
問
録�

清
水　

孝
義

台
風
二
一
号
が
去
っ
た
後
、
二
〇
一
七
年
度
亜
東
親
善
協
会
、
訪
台

団
一
行
は
一
〇
月
二
五
日
羽
田
発
七
時
一
〇
分
Ｃ
Ｉ
―
二
二
三
で
台
湾

松
山
空
港
へ
。
松
山
空
港
で
名
古
屋
地
区
の
会
員
と
合
流
一
七
名
の
会

員
は
大
江
会
長
引
率
の
も
と
、
第
一
日
の
目
的
地
へ
。
台
北
市
内
の
宿

泊
予
定
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預
け
、
台
北
駅
よ
り
高
速
鉄
道
六
三
三
便
で

高
雄
左
営
へ
、
グ
リ
ー
ン
車
内
で
高
鉄
弁
当
を
頂
き
、
到
着
後
専
用
車

で
高
雄
市
議
会
へ
一
五
時
前
に
到
着
。
出
迎
え
係
員
の
案
内
で
会
場
の

会
員
氏
名
の
表
示
し
て
あ
る
席
に
着
い
た
。

陳
美
雅
議
員
の
歓
迎
の
辞
に
続
い
て
大
江
会
長
は
今
回
訪
問
目
的
は

二
件
あ
り
ま
す
と
述
べ
ら
れ
、
一
件
目
は
今
年
八
月
熊
本
で
行
っ
た
日

台
交
流
地
方
議
員
サ
ミ
ッ
ト
に
高
雄
市
議
会
議
員
高
閔
琳
氏
が
参
加
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
為
に
参
り
ま
し
た
。
次
に
二

件
目
は
来
年
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
に
こ
の
台
湾
高
雄
市
で
第
四
回
目

の
台
日
地
方
議
員
交
流
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
諒
承
し
て
頂
く
為
に
参
っ

た
の
で
す
と
強
調
さ
れ
た
。

引
続
い
て
陳
美
雅
議
員
か
ら
今
日
の
高
雄
市
及
び
市
議
会
の
発
展
振

り
を
語
ら
れ
た
。

先
ず
は
高
雄
県
市
が
合
併
し
た
事
で
行
政
区
画
の
面
積
が
元
の
一
九

倍
二
、九
四
六
、二
六
七
．一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、
又
、
人
口
が

一
五
〇
余
万
人
か
ら
二
七
七
万
人
に
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
行
政

区
も
一
一
区
か
ら
三
倍
以
上
の
三
八
区
に
増
え
た
。

又
、
県
市
合
併
に
よ
っ
て
選
挙
区
、
議
員
数
四
七
名
か
ら
現
在
の

六
六
名
に
至
っ
た
。
議
会
開
催
会
期
間
は
半
年
に
一
回
、
期
間
も
七
〇

日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
市
長
・
議
員
総
数
三
分
の
一
以
上
の

臨
時
議
会
開
催
の
要
請
が
あ
れ
ば
議
長
は
一
〇
日
以
内
に
開
催
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
開
期
日
数
も
一
〇
日
以
内
と
す
る
。

男
性
女
性
議
員
数
割
合
は
四
対
一
で
現
在
六
六
名
の
中
、
女
性
議
員

数
は
二
六
名
で
す
。
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
横
浜
市
議
会
、
大
阪

府
・
市
議
会
、
熊

本
市
議
会
と
姉
妹

関
係
を
結
ん
で
い

る
。
市
議
会
で
用

意
さ
れ
て
い
る
高

雄
市
の
紹
介
の
日

本
語
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
上

映
。
最
初
に
デ
カ

デ
カ
と
画
面
一
杯

に
カ
ラ
ス
ミ
が
現

れ
オ
ド
ロ
キ
、
こ

れ
ぞ
高
雄
市
特
産

品
、
豊
富
な
水
産

物
紹
介
、
皆
さ
ん

高
雄
か
ら
の
お
土

産
は
カ
ラ
ス
ミ
を

高雄市議事堂前において
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お
求
め
下
さ
い
。

Ｖ
Ｔ
Ｒ
観
賞
後
、
議
会
開
催
中
な
の
で
議
事
堂
の
観
覧
席
よ
り
議
事

の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
議
会
見
学
後
、
高
雄
八
五
ス
カ
イ
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
、
蓮
池
公
園
を
散
策
し
、
そ
の
後
、
旧
高
雄
神

社
の
高
台
よ
り
市
街
夜
景
や
高
雄
港
を
眺
め
て
、
ホ
テ
ル
へ
。

夕
食
時
、
専
用
車
の
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
カ
ラ
ス
ミ
の
話
が
出
、
購
入

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
会
員
の
数
人
は
購
入
に
向

か
っ
た
。

翌
二
六
日
、
高
速
鉄

道
を
利
用
し
、
台
北
へ

向
か
っ
た
。
特
急
で

あ
っ
た
の
で
台
中
、
板

橋
の
二
ケ
所
し
か
停
車

し
な
か
っ
た
。

宿
泊
予
定
国
賓
ホ
テ

ル
で
昼
食
。
一
四
時
の

立
法
院
院
長
蘇
嘉
全
氏

の
表
敬
訪
問
へ
向
か

い
、
蘇
嘉
全
院
長
が
屏

東
出
身
で
し
た
の
で
、

院
長
が
会
員
各
自
に
握

手
さ
れ
た
時
、
私
は
屏

東
で
バ
ナ
ナ
生
産
者
に

世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
帰
国
後
、
台
湾
の
友
人
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
よ
く
会
え
た
ね
と
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

院
長
の
他
に
立
法
委
員
李
鴻
釣
、
姚
文
智
さ
ん
も
同
席
さ
せ
れ
、
大

江
会
長
が
、
四
四
回
も
渡
台
さ
れ
台
湾
議
員
で
、
会
長
を
知
ら
な
い
人

は
居
な
い
し
会
長
の
努
力
で
今
日
の
日
台
、
台
日
の
友
好
が
保
た
れ
る

と
立
法
院
の
方
々
ば
か
り
で
な
く
、
高
雄
市
議
会
で
も
歓
迎
の
辞
の
中

に
あ
っ
た
こ
と
は
会
員
の
誇
り
で
も
あ
っ
た
。

立
法
院
を
去
っ
て
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
、
城
中
市
場
。
小
山
理

事
を
松
山
空
港
へ
見

送
っ
て
ホ
テ
ル
へ
。 

一
八
時
よ
り
ホ
テ
ル
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
台
湾

日
本
関
係
協
会
主
催
夕

食
会
に
招
待
さ
れ
た
。

今
ま
で
は
交
流
協
会
の

名
称
が
、
日
本
台
湾
又

は
台
湾
日
本
関
係
協
会

の
名
称
で
、
第
一
回
台

湾
日
本
関
係
協
会
張
淑

玲
秘
書
長
主
催
の
夕
食

会
に
参
加
出
来
た
事

は
、
今
後
ず
う
ー
っ
と

思
い
出
に
残
る
と
思
い

高雄市議会で説明を受ける

台湾日本関係協会訪問（夕食会）



6

ま
す
。
し
か
も
閉
宴
に
際
し
て
森
理
事
に
依
る
一
本
締
め
も
見
事
で
し

た
。張

淑
玲
秘
書
長
が
、
慶
応
大
学
出
身
、
森
理
事
が
早
稲
田
大
学
教
授
、

台
湾
で
の
早
慶
戦
は
勿
論
、
張
秘
書
長
の
勝
利
。
な
ご
や
か
の
中
に
陳

振
宗
副
参
事
、
李
蕙
珊
科
長
さ
ん
の
夫
と
帰
国
し
た
ば
か
り
で
荷
物
の

整
理
も
終
了
し
て
居
ら
ず
、
楽
し
い
夕
食
会
に
参
加
出
来
た
こ
と
に
感

謝
し
て
別
れ
ま
し
た
。

帰
国
の
日
二
七
日
は
老
爺
大
飯
店
で
我
々
主
催
の
昼
食
会
を
、
外
交

部
蔡
明
耀
主
任
秘
書
、
日
本
台
湾
交
流
協
会
か
ら
横
田
光
弘
副
代
表
、

我
々
が
台
湾
訪
問
時
に
大
変
お
世
話
に
な
る
通
訳
し
て
下
さ
る
蘇
定
東

先
生
を
招
き
楽
し
い
思
い
出
を
話
し
な
が
ら
時
も
過
ぎ
、
帰
国
時
間
が

迫
っ
て
来
た
の
で
今
回
の
訪
問
の
締
め
く
く
り
に
鈴
木
慶
一
監
事
の
挨

拶
で
幕
を
閉
じ
た
。

我
々
は
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
一
六
時
に
出
発
し
、
松
山
空
港
発
羽
田
行

Ｃ
Ｉ
―
二
二
二
、一
八
時
二
五
分
発
に
搭
乗
し
、
無
事
羽
田
へ
着
き
、

解
散
し
た
。

大
江
会
長
、
大
変
、
御
苦
労
様
で
し
た
。
度
々
の
訪
台
、
一
人
で
な

く
、
順
子
夫
人
を
必
ず
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
外
交
の
鉄
則
で
す
よ
。

ま
た
会
員
の
方
も
是
非
、
奥
さ
ん
の
居
ら
れ
る
方
は
、
鈴
木
夫
人
の
様

に
和
服
で
参
加
さ
れ
る
と
日
台
の
交
流
は
益
々
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
ア

リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

市議会訪問の様子

高雄市議会訪問
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後
の
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
六
月
で
し
た
。
四
十
六
歳
の
時
で
す
。

今
で
も
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
年
に
十
回
位
出
場

し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
レ
ー
ス
中
は
苦
し
い
思
い
も
し
ま
す
が
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

し
た
時
の
満
足
感
、
感
動
は
、
と
て
も
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
も
の

で
す
。

そ
し
て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
し
ろ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
し
ろ
、
長
距

離
の
レ
ー
ス
は
、
私
た
ち
の
人
生
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
と

な
り
ま
し
た
。

「
鉄
人
レ
ー
ス
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の

愛
好
者
も
多
く
、
順
位
や
タ
イ
ム
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、
私
の
よ
う

に
練
習
時
間
の
少
な
い
者
で
も
続
け
ら
れ
る
競
技
で
す
。

ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン
三
種
目
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
健
康
、
体
力
づ
く
り
に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

そ
し
て
私
に
と
っ
て
は
、
気
分
転
換
と
ス
ト
レ
ス
解
消
の
手
段
で
も

あ
る
の
で
す
。

私
は
現
在
、（
公
社
）
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
の
会
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
。

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
供
た
ち
の
育
成
の
た
め
に
も
、
一
つ
の

種
目
に
か
た
よ
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
力
増
進
を
図
る
こ
と
の
で

き
る
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
普
及
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

去
る
九
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
私�

岩
城　

光
英

私
は
、
子
供
の
こ
ろ
は
病
弱
だ
っ

た
の
で
す
が
、
大
学
で
合
気
道
を
続

け
た
こ
と
に
よ
り
丈
夫
な
体
に
な

り
ま
し
た
。

三
十
歳
で
政
治
の
道
を
歩
み
始

め
て
か
ら
も
、
風
邪
な
ど
で
寝
込
ん

だ
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
年
、
四
十
歳
で
い
わ
き
市
長
に
就
い
て
か
ら
は
、
よ
り
健
康

に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
的
確
に
判

断
す
る
た
め
に
は
、
常
に
心
身
と
も
に
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
健
康
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
体
力
も
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
レ
ー
ス
を
観
て
感
動
し
、「
海

も
山
も
あ
り
全
国
一
の
面
積
（
当
時
）
を
誇
る
い
わ
き
市
で
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
が
で
き
な
い
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
自
分
で
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば
、
と
バ
イ
ク
（
自
転
車
）

を
買
っ
て
、
乗
り
始
め
た
の
で
す
。

水
泳
も
ク
ロ
ー
ル
で
は
二
十
五
メ
ー
ト
ル
し
か
泳
げ
な
か
っ
た
の

で
、
少
し
ず
つ
距
離
を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

初
レ
ー
ス
は
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
か
ら
三
年
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権
シ
リ
ー
ズ
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
、
日
本
選
手
団
団
長
と
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

エ
リ
ー
ト
の
部
で
は
、
日
本
人
選
手
も
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
エ
イ
ジ
の
八
十
歳
以
上
の
部
で
、
何
と
新
潟
県
の
斉
藤
健
選

手
が
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
八
十
二
歳
で
す
。

私
は
今
六
十
七
歳
、
こ
の
後
十
五
年
間
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
中
高
年
の
方
々
に
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
魅

力
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
、
バ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
も
種

目
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
果
敢
に
挑
む
姿
勢
に
は
、
心
が
打
た
れ
ま
す
。

私
達
は
、
三
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

是
非
と
も
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
た
め
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
前
参
議
院
議
員
・
元
法
務
大
臣
）
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国
際
交
流
の
空
へ�

埼
玉
台
湾
総
会
名
誉
会
長　

榎
本　

有
里

こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人
亜
東
親

善
交
流
会
理
事
会
に
加
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
初
の
来
日
留
学
か
ら
国
際
結
婚
を
し
、
育
児
や
義
父
母
の
介
護
の

傍
ら
「
台
湾
女
性
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
い
う
電
話
相
談
を
開
設
し
、
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
生
活
相
談
（
留
学
生
含
む
）、
嫁

姑
問
題
、
子
供
の
不
登
校
、
心
身
健
康
問
題
等
に
取
り
組
み
現
在
に
至

り
ま
す
。
埼
玉
台
湾
総
会
会
長
2
期
就
任
期
間
中
で
は
埼
玉
県
日
台
議

員
連
盟
を
設
立
、
又
、「
台
湾
建
国
100
年
記
念
聖
火
大
会
in
埼
玉
」、「
東

北
震
災
義
援
金
募
金
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
福
島
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」、「
日
台
音
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
多
数
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
、
収
益
金
を
震
災
地
や
埼
玉
県
福
祉
へ
寄
附
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
販
売
の
貿
易
会
社
や
動
物
病
院
、
調

剤
薬
局
、
鍼
灸
治
療
事
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
毎
年
敬
老
の
日
に
高

齢
者
の
方
へ
の
無
料
心
身
健
康
・
薬
剤
相
談
・
東
洋
医
学
鍼
灸
治
療
・

動
物
健
康
相
談
な
ど
家
族
一
丸
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
2
年
前
の
春
、
京
都
に
あ
る
明
治
国
際
医
療
大
学
院
の
扉
を

叩
き
、「
日
本
高
齢
者
心
身
疾
患
の
現
状
調
査
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
の
た
め
、
2
年
の
間
不
眠
不
休
で
資
料
収
集
、
比
較
デ
ー
タ
作
成
、

論
文
執
筆
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
審
査
、
発
表
ま
で
の
道
程
は
筆

舌
に
尽
く
し
難
い
こ
と
で
し
た
が
最
年
長
か
つ
最
短
に
し
て
臨
床
鍼
灸

医
学
修
士
を
取
得
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
は
博
士
号
へ
向
か
っ
て

奮
闘
中
で
す
。

本
来
鍼
灸
と
は
中
国
が
発
祥
地
で
あ
り
、
中
国
針
は
そ
れ
自
体
を
持

ち
、
皮
膚
に
押
し
込
む
よ
う
に
刺
入
し
ま
す
、
響
の
伝
わ
り
が
早
く
大

き
い
た
め
痛
み
を
伴
う
事
が
多
い
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
、
独
自
発

明
し
た
鍼
管
を
用
い
ま
す
、
ト
ン
ト
ン
と
優
し
く
叩
き
な
が
ら
細
い
鍼

体
の
刺
入
痛
も
軽
く
、
少
な
い
刺
激
で
大
き
な
治
療
効
果
を
引
き
出
す

事
が
で
き
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

東
京
大
学
な
ど
が
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
私
は
是
非
、
こ
の
繊
細
な

文
化
と
美
し
く
折
り
合
い
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
和
鍼
治
療
法
を
海
外

へ
逆
輸
出
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中

医
大
学
に
て
講
演
発
表
を
行
い
、
友
邦
の
次
世
代
の
方
々
へ
和
鍼
医
学

文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
来
日
留
学
研
修
を
実
施
、
帰
国

後
に
各
々
の
国
で
日
本
発
祥
の
和
鍼
治
療
医
学
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
た

だ
き
、
東
洋
医
学
文
化
交
流
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
日
し
て
か
ら
33
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た

が
私
に
は
や
る
べ
き
事
が
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今

後
、
本
会
を
通
し
て
、
さ
ら
な
る
国
際
交
流
の
空
へ
羽
ば
た
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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台
湾
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て

�

獨
協
埼
玉
中
学
校
三
年　

濱
野　

帆
花

私
は
今
回
初
め
て
両
親
が
い
な

い
と
言
う
状
況
で
海
外
に
行
き
ま

し
た
。
最
初
は
と
て
も
不
安
で
し

た
。
し
か
し
大
学
生
、
高
校
生
の

方
々
が
沢
山
助
け
て
く
れ
て
と
て

も
頼
り
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
今
回

台
湾
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
頂
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
去
年

台
湾
か
ら
日
本
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
き
た
子
と
友
達
に
な
り
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
も
一
緒
に
行
き
、
帰
っ
て
か
ら
も
ず
っ
と
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
友
達
が
日
本
か
ら
帰
る
と
き
来
年
は
必

ず
あ
な
た
が
台
湾
に
来
な
と
言
っ
て
く
れ
て
、
私
も
必
ず
行
く
と
約
束

し
ま
し
た
。
台
湾
に
着
い
て
、
久
し
振
り
に
友
達
に
会
っ
た
時
は
や
は

り
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
友

達
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
友
達
は
勿
論
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
と
っ
て
も
優
し
く
て
す
ぐ
に
二
人
の
事
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
お
別
れ
す
る
時
は
と
て
も
悲
し
く
な
り
思
わ
ず
涙
ぐ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
二
日
目
は
遊
園
地
に
行
き
夜
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の

会
員
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
六
人
で
同
じ
部
屋
に
泊
ま
り
修
学

旅
行
の
よ
う
な
楽
し
い
夜
で
し
た
。
三
日
目
の
朝
は
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ

ン
グ
で
食
べ
た
の
で
す
が
、
現
地
の
人
が
食
べ
る
料
理
で
私
に
は

ち
ょ
っ
と
合
わ
な
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
普
段
旅
行
な
ど
で
は
あ
ま
り

食
べ
る
機
会
の
な
い
事
な
の
で
、
こ
れ
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
良
い
所
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
日
は
綺
麗
な
湖
を
見
に
行
き
初
め
て
あ

ん
な
高
い
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
ま
し
た
。
ま
た
夜
市
に
も
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
き
、
お
祭
り
の
よ
う
な
所
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
も
っ
と
沢
山
買
い
物
が
し
た
か
っ
た
で

す
。
四
日
目
は
会
員
さ
ん
の
お
店
で
台
湾
茶
を
飲
ま
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
お
茶
を
い
れ
る
所
か
ら
教
え
て
も
ら
い
と
て
も
良
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
頂
き
、
言
葉
の
違
い
文
化
の
違

い
は
あ
る
け
れ
ど
同
じ
人
間
で
、
心
の
優
し
さ
、
温
か
さ
を
肌
で
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
色
々
と
世
界
に
も
目
を
向
け

色
々
な
国
々
の
人
や
文
化
を
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
今
回
私
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
頂
い
た
赤
松

会
長
、
そ
し
て
越
谷
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
々
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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